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３月定例会 平成28年度予算を可決！
予算審査 報告

予算審査特別委員長　吉 村 重 敏

　平成28年度予算審査特別委員会に付託された、議案第52号平成28年度十日町市一般会計予算、議案第53
号平成28年度十日町市国民健康保険特別会計予算から議案第59号平成28年度十日町市松之山温泉配湯事業
特別会計予算までの８件、及び議案第60号平成28年度十日町市水道事業会計予算の合わせて９件について
は、いずれも原案可決であります。
　予算審査の過程での意見、要望について何点か申し上げますので、市長並びに行政当局におかれましては、
市政運営に反映されますよう、強く要望するものであります。

　以上、歳入歳出についていくつか重要項目を申し上げました。
　最後に、平成28年度予算審査特別委員会設置以来、熱心に審議いただきました各委員の皆さま、そして
行政職員各位のご協力に感謝申し上げ、委員長報告とさせていただきます。

◆一般会計　歳入
　今後も厳しい財政状況が続くと理解しているが、
住民サービスの低下を防ぐため、基金の有効活用と
ともに、所得向上策をはじめとした自主財源の確保
につながる諸施策に積極的に取り組むことを望み
ます。

◆一般会計　歳出
２款　総務費
　情報政策費に関し、情報システムの運用について
は、専門的な職員、部署を設けるなどにより、セキ
ュリティ対策や経費・運用面のチェック体制の強化
を望みます。
３款　民生費
　グループホームの整備費助成事業について、当地
域特有の事情を加味した要望を、国県へ積極的に行
うなど、計画的な設置に向けた取組みを望みます。
４款　衛生費
　人口減少が進む当市にとって、少子化対策は重要
課題であります。新年度予算では、妊娠、出産、子
育てに関する各種支援策の新設、拡大を図ったこと
とともに、将来を見越した「少子化対策基金」の創
設はタイムリーであり高く評価します。引き続き充
実した施策の取組みを望みます。
６款　農林水産業費
　地域農業の発展と継続を図る見地からも、中山間
地直接支払制度や多面的機能支払制度を積極的に活
用するなど、農地維持や農家経営を守るためのさら
なる取組みを望みます。
７款　商工費
　中心市街地活性化推進費について、事業の進捗に
より、本年、市民交流センター「分じろう」、市民

活動センター「十じろう」がオープンする訳ですが、
運営に当たっては、まちなかのにぎわいを創出し、
市民に親しまれ、愛される施設とするためにも、利
用者の目線を大切にしていただきたい。
10款　教育費
　博物館リニューアル事業について、業者選定の手
法をはじめ、魅力ある施設とするための最善の取組
みを望みます。

◆国民健康保険診療所特別会計
　近くで医療を受けられることが安全安心につなが
ります。田園回帰の流れがある中、中山間地で暮ら
し続けるため、そして、「選ばれて住み継がれるま
ちづくり」のために医師確保は必須条件であること
から、全力で常勤医師確保に努めていただきたい。

◆介護保険特別会計
　介護保険の安定運営のためにも、介護予防事業の
充実は不可欠であり、そのために既存の事業検証を
行うとともに、新たな事業展開を含めた積極的な取
組みを望みます。

◆簡易水道事業特別会計
　未普及地域の解消に努めるとともに、老朽化した
管路の更新を計画的に実施し、市民に安心、安全な
飲料水の提供を継続していただきたい。

◆下水道事業特別会計
　合併浄化槽については、引き続き普及率向上に努
めていただきたい。また、地域のコミュニティー施
設、避難所となっている市有の集会所施設について、
合併浄化槽の導入を実施していただきたいという要
望がありました。
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　私は、本議会に上程されまし
た平成28年度十日町市一般会計
予算並びに７つの特別会計予算
及び水道事業会計予算について、
賛成の立場から意見を述べさせ
ていただきます。
　最初に、十日町市第二次総合

計画、前期基本計画と、短期間の間に当市の市政運営
の羅針盤である重要な計画と具体的施策の策定がなさ
れたことについて、関係者の皆様に心から敬意を表し
ます。
　平成28年度予算は、合併10年後における普通交付税
の合併算定替による加算額の段階的縮減が始まる初年
度であり、厳しい中での予算額ではありますが、「選ば
れて住み継がれるまち　とおかまち」のセカンドフィ
ールドのスタートであると確信し、評価すべき点を述
べさせていただきます。
　まず、「人にやさしいまちづくり」として、特定不妊
治療に要する補助など出産に係る支援の充実や、産後
ケア事業への支援など子育て支援の充実、そしてこれ
らの財源とするべく将来を見据えた少子化対策基金を
創設するなど、合計特殊出生率1.91の維持、向上のた
めの意欲的な取組みとともに、認定こども園への助成、
英語教育の取組み、100％完了となる小中学校の耐震化、
障がい者支援など、笑顔あふれるまちを目指した取組
みと高く評価します。
　「活力ある元気なまちづくり」では、インバウンド誘
客や信濃川ラフティングによるアウトドア観光、飯山
線でのＳＬ運行、農林業への支援、シェアハウスの開設、
空家バンクの充実等、当市で暮らす人を増やすための
支援策は今の市にとっては必須の事業です。また、本
年９月開催予定の国際ご当地グルメグランプリは、十
日町市を世界に発信する絶好のチャンスであります。
　「安心・安全なまちづくり」では、十日町病院の一部
開院に伴う十日町地域救急ステーション業務の開始を
はじめ、医師・看護職員確保対策は全国でもトップク
ラスの支援内容であり、地域医療の充実策として欠く
ことができない事業です。
　以上、何点か申し上げてまいりましたが、経常経費
の削減策を含め限られた財源を活かしながら、市民生
活の向上をはじめとした福祉の増進を図っていくため、
これら英知が凝縮された一つ一つの事業が、その目的
と効果を上げ、さらなる十日町のまちづくりの推進に
つながることに心からエールを送り、私の賛成討論と
いたします。

　平成28年度一般会計予算及び
国民健康保険、後期高齢者医療
介護保険の３特別会計予算に反
対の立場から、日本共産党十日
町市議団を代表して発言します。
　国の予算案は、「社会保障のた
め」として消費税10％引き上げ
等国民の暮らしを直撃する一方、法人実効税率を引き
下げ大企業を優遇するものです。
　市長は新年度予算について「将来への備えにも配慮し
た予算案」と特徴付けていますが、自主財源の構成比は、
前年度より0.8ポイント減少し27.4％と減少傾向にあり
ます。また、市税の増額は入湯税の引き上げによるも
ので、入湯税の負担を強いるのは許せません。さらに
市民税は前年と同額であり、アベノミクスによる経済
効果は、一部大企業だけです。平成37年時点の人口は
５万人をキープとしていますが、地域づくりの基本は、
さまざまな形で暮らしが営まれている実態をつぶさに
調査し、具体的な目標と対策を示すことにあります。
　それでは、いくつかの課題と要望についてです。Ｔ
ＰＰの大筋合意は国会決議違反であり、農業破壊の協
定と言わざるを得ません。農業は地域の特性や多様性
をもとにして成り立っており、ここを基本に据えな
い限り持続する農業の将来像を描くことはできません。
また、中山間地で医療活動を続けるには、行政トップ
とのコミュニケーションが大事です。こうしたことを
踏まえて、医療確保に全力で取り組んでいただきたい。
また、保育所の民営化の方向でなく、児童福祉法第24
条１項で、市町村は「保育をしなければならない」と
規定があるように、民間委託を進める「第２次実施計画」
の見直しを求めます。また、効率化を目的にした統廃
合と管理主義教育をやめ、教職員を増やし、児童生徒
と向き合える教育環境の実現を望みます。
　市職員の半数は臨時職員であり、その８割方は200万
円以下の年収という状況で、改善が求められます。
　また、普通交付税が段階的に縮減する中、支所経費
が見込みで７億９千万円加算され続けます。有効に活
かすことを強く望みます。最後に、大地の芸術祭につ
いてです。その経費は６億２千万円、今年度予算は
３億４千万円と多額の経費をかけながら、アートフロ
ントギャラリー・北川フラム氏に一括委託するもので、
契約内容や作品単価等の公表は未だにされていません。
イベントは市民の暮らしから出発し、感動を分かち合
えるものでなければなりません。市民本位の取組みと
するよう抜本的改善を求めて反対討論といたします。

平成28年度予算に対する討論
採決に先立ち、予算案に反対・賛成の立場から討論が行われました。その要旨を掲載します。

賛 成 【太田祐子議員】 反 対 【鈴木和雄議員】
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　国の第１号補正予算に伴う事業の追加や、決算見込
み等による不用額の減額などの補正を行いました。

　地方創生加速化交付金事業のうち中越地域での広域連携により実施する観光振興事業に係る事業費など
の補正を行いました。

一般会計補正予算３月定例会

元気いっぱい！ この笑顔が地域の宝物

 【補正予算（第７号）】

 【補正予算（第８号）】

臨時福祉給付金、
地方創生加速化交付金事業
の補正など

〈主な事業〉
○信用保証協会保証料補助事業〈産業政策課〉
　・少雪対策特別融資に係る新潟県信用保証協会保証料補助金の追加 �  １,０５２万円
○雪まつり広域連携事業〈観光交流課〉※国１号補正
　・中越地域市町の連携による文化等の資源を活かした観光振興事業の実施に係る事業費の補正
　　（地方創生加速化交付金事業） �  ３,１００万円
○大地の芸術祭の里ブランド化推進事業〈観光交流課〉※国１号補正
　・中越地域市町の連携による文化等の資源を活かした観光振興事業の実施に係る事業費の補正
　　（地方創生加速化交付金事業） �  ５,０００万円

〈主な事業〉
○とおかまち応援基金積立金〈企画政策課〉
　・ふるさと納税による寄附金の増による積立金の追加 �  ３,５５０万円
○年金生活者等支援臨時福祉給付金事業〈福祉課〉※国１号補正
　・臨時福祉給付金及び事業に係る事務費の補正 �  ２億４,７５３万円
○私立保育園運営事業〈子育て支援課〉
　・国が定める保育単価（人件費分）の増に伴う運営委託料の追加 �  １,４２６万円
○担い手確保・経営強化支援事業〈農林課〉※国１号補正
　・一定の要件を満たす農業者の農業用機械等導入に対する補助金の補正 �  ８７５万円
○「ヒト・モノ・ココロの対流」加速化事業〈農林課〉※国１号補正
　・米等地域産品の流通や観光商品の販売等を推進するための補助金の補正
　　（地方創生加速化交付金事業） �  ４,４３０万円
○経営体育成基盤整備事業〈農林課〉※国１号補正
　・魚沼川西地区農業用水路整備に係る県営事業負担金の追加 �  １,９３１万円
○中学校施設整備事業〈教育総務課〉※国１号補正
　・川西中学校屋内体育館吊天井等の耐震化工事費の追加 �  ５,０００万円
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市政のここが聞きたい!一般 質問

不
妊
治
療
助
成
金
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
・
政
治
教
育
に
つ
い
て

通
学
合
宿
の
拡
充
を
図
る
べ
き
・

高
齢
者
安
心
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
Ｐ
Ｒ
不
足

質
問 

自
立
性
や
協
調
性
の
向
上
、
家
族
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
強
ま
る
こ
と
等
が
期
待

さ
れ
て
い
る
通
学
合
宿
。
そ
の
効
果
を
期
待

す
る
に
は
一
週
間
以
上
が
望
ま
し
い
と
い
う

文
献
も
あ
る
が
、
①
今
年
度
の
実
績
と
参
加

者
、
保
護
者
、
学
校
の
評
価
は
。
②
合
宿
期

間
は
延
ば
し
た
方
が
よ
り
効
果
が
期
待
で
き

る
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。
③
通
学
合
宿
の

拡
充
を
図
る
た
め
の
検
討
は
進
ん
だ
の
か
。

答
弁 

①
５
つ
の
地
区
公
民
館
が
実
施
し
、

小
学
校
が
７
校
、
中
学
校
が
１
校
参
加
し
ま

し
た
。
松
之
山
公
民
館
の
小
学
生
対
象
が
３

泊
４
日
で
ほ
か
は
２
泊
３
日
で
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
大
半
の
児
童
が
楽
し
か
っ

た
と
答
え
、
家
で
も
手
伝
い
を
し
た
い
と
い

う
前
向
き
な
回
答
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
保

護
者
か
ら
は
家
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
、
信
頼
感
が
増
し
た
な
ど
の
回
答

の
反
面
、
３
泊
４
日
は
長
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
評
価
は
学
校
の
運
営

に
支
障
が
な
け
れ
ば
子
ど
も
達
に
は
良
い
事

業
と
の
評
価
で
す
。
②
学
校
現
場
、
公
民
館

の
体
制
も
考
え
ま
す
と
２
泊
３
日
が
適
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
③
保
護
者
か
ら
は
期
間

延
長
を
望
む
声
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

直
営
で
期
間
を
延
ば
す
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
難
し
い
と
考
え
ま

す
が
、
実
施
し
て
い
る
公
民
館
を
中
心
に
保

質
問 

平
成
28
年
度
春
よ
り
不
妊
治
療
の
補

助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
必
要
な
方
に
正

確
な
情
報
が
届
く
よ
う
な
周
知
努
力
は
。

答
弁 

本
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
県
の

治
療
費
助
成
後
に
市
が
全
額
助
成
す
る
制
度

に
改
正
し
ま
す
。
相
談
窓
口
と
な
る
医
療
機

関
や
県
と
連
携
し
、
治
療
を
希
望
す
る
方
へ

の
周
知
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
を
図
り
ま
す
。

質
問 

子
育
て
に
は
地
域
全
体
で
の
支
え
合

い
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
多
世
代
交
流
と
し
て
「
赤
ち
ゃ
ん
だ

っ
こ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
導
入
と
、
親
の
育

児
力
を
高
め
る
講
座
開
催
の
要
望
が
あ
る
が
、

お
考
え
は
。

答
弁 

多
世
代
交
流
は
お
年
寄
り
に
と
っ
て

は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
癒
さ
れ
、
元
気
を
も
ら
い
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
時
間
が
取
れ
る
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
取

組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員
ご
提
案
の
プ
チ

講
座
と
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
幅
広
く
実
施

を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

家
庭
の
中
で
親
と
し
て
政
治
の
話
を

し
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
。
し
か
し
、
議

会
の
傍
聴
や
本
物
の
投
票
箱
を
使
っ
て
学
ぶ

体
験
は
子
ど
も
へ
の
政
治
教
育
に
お
い
て
、

学
校
教
育
の
中
で
し
か
で
き
な
い
と
考
え
ま

す
。
お
考
え
は
。

護
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
し
て
、
事
業
委
託
も

含
め
、
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

高
齢
者
安
心
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
ス
マ

イ
ル
ポ
イ
ン
ト
）
は
事
業
の
認
知
度
が
低
い

た
め
、
登
録
者
も
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
現
状
と
課
題
は
。

答
弁 

①
平
成
28
年
１
月
現
在
、
利
用
会
員

56
名
、
協
力
会
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
36
名

の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
総
回
数

は
２
０
０
回
を
超
え
る
な
ど
既
存
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
を
補
う
事
業
と
し

て
、利
用
者
か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
事
業
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

は
事
実
で
、
広
く
周
知
を
行
い
、
受
託
者
の

社
会
福
祉
協
議
会
と
共
に
事
業
の
浸
透
に
努

め
ま
す
。

５つの地区公民館で実施した
通学合宿の様子　　　　　　

西小学校６年生の議会傍聴の様子

答
弁 

議
会
傍
聴
は
貴
重
な
経
験
で
あ
る
こ

と
や
社
会
科
の
学
習
の
良
い
機
会
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
議
会
会

期
や
授
業
時
間
、
移
動
手
段
な
ど
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
へ
は
議

会
に
関
す
る
情
報
提
供
や
説
明
を
し
な
が
ら
、

教
育
的
意
義
を
伝
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
物
の
投
票
箱
を
使
っ
た
学
習
体
験
に
つ

い
て
は
６
年
生
の
社
会
科
の
学
習
で
模
擬
投

票
を
行
う
な
ど
の
実
践
が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
権
が
18
歳
か
ら
与
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
教
育
活
動
の
中
で

政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
ま
す
。

大
嶋
由
紀
子 

議
員

小
林
弘
樹 

議
員



（6）

信
濃
川
発
電
所
業
務
改
善
事
務
所

の
存
続
と
中
条
病
院
へ
の
支
援
策

中
山
間
地
域
対
策
の
充
実
と

診
療
所
の
常
駐
医
師
確
保
に
つ
い
て

質
問 

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
施
策
の
現

状
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
施
策
を
展
開

す
る
た
め
に
第
二
次
十
日
町
市
総
合
計
画
が

示
さ
れ
た
。
市
民
に
と
っ
て
も
行
政
に
と
っ

て
も
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、「
羅
針
盤
」

で
あ
る
だ
け
に
、
市
民
と
の
共
有
が
あ
っ
て

こ
そ
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
で
き
る
と
考
え
る
。

①
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
中
山
間
地

域
対
策
充
実
の
た
め
に
、
新
た
に
人
的
支
援

と
し
て
「
集
落
支
援
員
」
の
設
置
を
。

②
生
涯
元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
す
地
域
医
療

の
充
実
の
た
め
に
、
診
療
所
の
再
開
と
松
之

山
診
療
所
常
駐
医
師
確
保
を
。

答
弁 

①
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
で
す
が
、

専
任
の
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
中
越

大
震
災
復
興
基
金
を
活
用
し
た
地
域
復
興
支

援
員
が
、
平
成
29
年
度
で
終
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
た
め
に
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
兼
務
の
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
地

域
自
治
組
織
等
と
協
働
し
、
意
見
交
換
を
重

ね
な
が
ら
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
地

域
人
材
の
活
用
も
含
め
、
高
齢
化
集
落
の
存

続
・
機
能
維
持
に
資
す
る
人
材
を
設
置
可
能

質
問 
昨
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
期
限
を
10
年

と
す
る
第
２
回
水
利
権
の
更
新
が
な
さ
れ
、

共
生
に
関
す
る
「
覚
書
」
も
交
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
信
濃
川
発
電
所
業
務
改
善
事
務
所
の
存
続

に
つ
い
て
②
市
民
協
議
会
要
望
事
項
の
進
捗

と
向
上
に
つ
い
て
③
十
日
町
駅
を
核
と
し
た

地
域
振
興
策
に
つ
い
て

答
弁 

①
共
生
策
の
さ
ら
な
る
実
現
の
窓
口

と
し
て
、
信
濃
川
発
電
所
業
務
改
善
事
務
所

は
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
存
続
を
強
く
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
②
誠
意
を
持
っ
た
対
応
に

よ
り
、
一
つ
一
つ
実
現
し
て
お
り
、
今
後
も

共
生
策
の
さ
ら
な
る
実
現
の
た
め
に
取
り
組

み
ま
す
。
③
当
面
は
駅
周
辺
の
整
備
に
注
力

し
て
魅
力
あ
る
十
日
町
駅
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
駅
東
口
に
つ
き
ま
し
て
は
さ
ら

な
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

東
西
自
由
通
路
の
設
置
の
検
討
や
、
市
に
ふ

さ
わ
し
い
巡
回
バ
ス
の
在
り
方
の
議
論
な
ど

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

厚
生
連
中
条
病
院
・
中
条
第
二
病
院

（
精
神
科
）の
統
合
案
と
財
政
支
援
に
つ
い
て

①
統
合
ま
で
の
経
緯
と
支
援
目
的
は
。

②
当
市
と
近
隣
圏
域
の
精
神
医
療
環
境
は
。

答
弁 

①
両
病
院
は
長
き
に
渡
り
地
域
医
療

に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
近

か
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
国
保
診
療
所
は
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む

地
域
に
と
っ
て
、
安
心
な
生
活
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
松
之
山
診
療

所
の
常
勤
医
師
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま

す
が
、
医
師
不
足
の
現
状
の
中
、
い
ま
だ
目

途
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
見
つ
か

る
ま
で
の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
川
西
診
療

所
の
遠
藤
先
生
か
ら
掛
け
持
つ
形
で
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴

い
、
週
２
回
の
倉
俣
診
療
所
は
休
診
と
な
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地域おこし協力隊と共同で行う稲刈り作業

千歳町地内にある信濃川発電所
業務改善事務所　　　　　　　

年
の
患
者
数
の
減
少
や
建
物
の
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
累
積
赤
字
を
抱
え
、
看
護
職
員
不
足

も
深
刻
な
問
題
で
し
た
。
市
と
し
て
も
存
続

を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
統
合
案
と

な
り
ま
し
た
。
中
条
第
二
病
院
は
、
古
く
か

ら
当
地
域
唯
一
の
精
神
科
病
院
で
あ
り
、
地

域
医
療
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
統
合
後
の
運
営
費
に
つ
い
て
も

そ
の
赤
字
分
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
魚
沼
圏
域
で
は
、
４
病
院
が
精
神
科
の
入

院
病
棟
を
備
え
て
お
り
、
合
計
病
床
数
は

５
４
８
床
、
平
成
27
年
12
月
現
在
の
病
床
利

用
率
は
86
・
８
％
で
す
。
中
条
第
二
病
院
の

病
床
数
は
１
８
０
床
で
圏
域
内
で
２
番
目
に

多
く
、
利
用
率
は
84
・６
％
で
す
。

近
藤
紀
夫 

議
員

村
山
邦
一 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問
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前
期
基
本
計
画（
５
カ
年
）は

医
療
・
介
護
、市
民
の
暮
ら
し
優
先
へ

十
日
町
市
の
保
育
園
の
現
状
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

質
問 

本
年
度
、
上
野
保
育
園
の
民
営
保
育

園
が
始
ま
っ
た
が
、
今
年
の
２
月
に
「
統
廃

合
及
び
民
営
化
計
画
第
２
次
実
施
計
画
」
の

説
明
が
あ
り
、
４
つ
の
保
育
園
が
民
営
化
に

向
か
う
と
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
伺
う
。
①

私
立
上
野
保
育
園
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
新
た
に
民
営
化
に
向
か
う
４

保
育
園
は
ど
う
な
る
の
か
。
②
認
定
こ
ど
も

園
に
向
か
う
幼
稚
園
、
保
育
園
は
今
後
ど
の

よ
う
に
な
る
か
。
③
４
月
か
ら
定
員
に
入
れ

な
か
っ
た
児
童
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁 

①
年
末
保
育
の
実
施
日
の
延
長
や
延

長
保
育
時
間
の
延
長
、
ま
た
乳
幼
児
保
育
の

受
け
入
れ
が
生
後
２
か
月
か
ら
と
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
と
思
い
ま
す
。
ス
リ
ム

な
体
制
で
サ
ー
ビ
ス
は
よ
り
よ
く
、
経
費
は

効
率
的
に
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
よ

う
と
い
う
中
で
民
営
化
の
動
き
が
出
た
も
の

で
す
。
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
て
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
民
営
化
後
も
安

定
的
に
運
営
さ
れ
、
地
域
の
子
育
て
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、

民
営
化
後
も
支
援
の
取
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

②
保
護
者
の
就
労
形
態
、
ま
た
保
育
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
よ
り
必
要

性
が
増
す
と
考
え
ま
す
。
よ
う
や
く
当
市
に

お
い
て
も
新
し
い
幼
保
連
携
の
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
要
望
に
応

質
問 

信
濃
川
筋
の
医
療
に
つ
い
て
、
療
養

病
床
が
上
村
病
院
の
60
床
削
減
に
続
き
今
年

２
月
に
津
南
病
院
が
52
床
を
休
床
、
３
月
に

中
条
病
院
45
床
削
減
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
変
な
医
療
介
護
難
民
が
心
配
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
。

答
弁 

市
内
病
院
の
療
養
病
床
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の
介
護
施
設
の
定

員
は
増
加
し
て
い
て
、
平
成
17
年
度
に
１
、

６
９
０
床
が
平
成
28
年
度
は
１
、８
８
０
床

と
な
り
、
平
成
32
年
度
で
は
２
、１
０
０
床

程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
従
っ
て
、
介
護

施
設
の
定
員
増
で
お
お
む
ね
カ
バ
ー
で
き
る

も
の
と
考
え
ま
す
が
、
中
に
は
市
内
施
設
の

入
所
希
望
時
期
等
の
調
整
が
つ
か
ず
、
市
外

の
施
設
に
入
所
す
る
方
も
い
ま
す
。

質
問 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
後
退
の
一
番
の
要
因
は
、
個

人
消
費
の
落
ち
込
み
。
非
正
規
職
員
の
増
大

と
賃
金
の
低
さ
が
最
大
の
問
題
だ
。
市
の
臨

時
職
員
数
と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
わ
れ
る

年
収
２
０
０
万
円
以
下
は
、
何
人
い
る
か
。

答
弁 

臨
時
職
員
数
は
平
成
27
年
３
月
末
現

在
で
５
４
６
名
で
す
。
26
年
度
を
通
し
て
雇

用
さ
れ
て
い
る
数
は
４
５
６
名
で
、
年
間

１
０
０
万
円
未
満
の
方
が
13
名
、
１
０
０
万

か
ら
１
５
０
万
円
未
満
の
方
が
１
８
３
名
、

１
５
０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
未
満
の
方
は

１
８
９
名
で
す
。

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
運

営
費
の
面
で
非
常
に
安
定
し
た
環
境
を
提
供

で
き
、
運
営
の
質
の
改
善
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
幼
児
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
他
の

私
立
保
育
園
で
も
認
定
子
ど
も
園
を
目
指
す

動
き
が
出
て
く
る
こ
と
で
、
当
市
の
子
育
て

支
援
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
く
も
の
と
大

い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
③
定
員
を
超
え

た
入
園
調
整
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
勤
務

状
況
等
に
基
づ
い
て
点
数
化
を
し
た
選
考
基

準
に
よ
り
、
保
育
の
必
要
性
と
緊
急
性
の
高

い
児
童
を
優
先
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ご
事
情
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
の
納
得
を
得
た
上
で
の
調
整
と
な
る

よ
う
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成26年度に民営化した上野保育園

質
問 

大
地
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
、
前
回
北

川
氏
と
３
億
７
千
８
百
万
円
と
い
う
巨
額
の

経
費
を
仕
様
書
も
な
く
一
括
し
て
契
約
し
て

い
る
。
ま
さ
に
丸
投
げ
だ
。
市
の
条
例
や
財

務
規
則
（
別
表
）
に
基
づ
い
て
契
約
し
て
い

る
の
か
。

答
弁 

財
務
規
則
に
の
っ
と
っ
て
随
意
契
約

し
て
い
ま
す
。
委
託
に
つ
い
て
は
、
作
品
制

作
や
広
告
宣
伝
、
サ
ポ
ー
タ
ー
業
務
等
の
仕

様
書
に
よ
り
、
一
括
し
て
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
委
託
契
約
し
て
い
ま
す
。

安
保
寿
隆 

議
員

高
橋
俊
一 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

◎十日町市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す
る条例（抜粋）
第２条　地方自治法の規定により議会の議決に付さなければならない
契約は、予定価格1億5,000万円以上の工事又は製造の請負とする。
第３条　地方自治法の規定により議会の議決に付さなければならない
財産の取得又は処分は、予定価格2,000万円以上の不動産若しくは
動産の買い入れ若しくは売払い

安保寿隆議員作成

◎十日町市財務規則（抜粋）
第132条第５項
 ⑴ あらかじめ契約の発注見通しを公表すること。
 ⑵ 契約を締結する前において、契約内容、契約の相手方の決定方法
や選定基準、申請方法等を公表すること。

 ⑶ 契約を締結した後において、契約の相手方となった者の名称、契
約の相手方とした理由等の締結状況について公表すること。
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市政のここが聞きたい!一般 質問

人
口
推
計
に
み
る
市
の
課
題
と

市
民
に
根
差
し
た
雪
ま
つ
り
の
運
営

リ
ー
ダ
ー
の
熱
い
思
い
の
共
有
と

ビ
ジ
ョ
ン
の
醸
成
・
共
感
を

質
問 

合
併
し
て
10
年
、
新
市
の
将
来
を
見

据
え
第
二
次
総
合
計
画
を
は
じ
め
多
く
の

計
画
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
は｢

選
ば
れ
て

住
み
継
が
れ
る
ま
ち
づ
く
り｣

の
指
針
で
す
。

計
画
の
実
現
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
熱
い
思
い
と

官
民
一
体
と
な
る
意
識
の
醸
成
が
必
要
で
す
。

①
リ
ー
ダ
ー
と
職
員
の
意
識
の
共
有
は
。
②

職
員
の
思
い
の
醸
成
と
行
政
内
の
意
識
の
共

有
は
。
③
行
政
と
市
民
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共

有
等
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。
④
職
員
の
普
通

退
職
者
比
率
が
高
い
が
問
題
は
な
い
の
か
。

答
弁 

①
今
回
の
総
合
計
画
、
特
に
前
期
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
の
私
の
思
い
な
ど
は
部

長
に
は
十
分
共
有
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
し
、
課
長
以
下
に
も
か
な
り
伝
わ
っ

て
い
る
感
覚
は
あ
り
ま
し
た
。
実
践
を
通
じ

て
伝
わ
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、

職
員
全
部
に
浸
透
し
て
い
る
か
と
い
う
の

は
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

②
市
長
へ
の
便
り
等
で
は
厳
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
減
っ
て

き
て
い
る
な
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
災

害
時
の
対
応
等
で
感
謝
の
お
手
紙
や
励
ま
し

の
お
手
紙
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
お
り
、

そ
う
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
職
員
の
市
民
に

対
す
る
接
し
方
等
も
少
し
ず
つ
改
善
し
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
③
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
で
は
、
直
接
市
長
が
聞
き
、

質
問 
27
年
国
勢
調
査
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

み
る
市
の
課
題
に
つ
い
て
①
老
年
人
口
、
年

少
人
口
の
推
移
と
施
設
整
備
に
つ
い
て
②
高

齢
者
集
落
の
推
移
と
集
落
維
持
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
ま
た
、
具
体
的
な
人
口
増
加
策
に

つ
い
て

答
弁 

①
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所

に
よ
る
推
計
で
は
、
市
全
体
の
老
年
人
口
の

ピ
ー
ク
は
平
成
32
年
で
、
介
護
施
設
は
充
足

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
は
居
宅
介
護
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
出
生
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
42
年

以
降
は
増
加
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

保
育
所
に
つ
い
て
は
現
状
の
施
設
数
で
維
持

す
る
計
画
で
す
。
②
高
齢
化
集
落
数
は
今
年

度
当
初
で
60
集
落
で
す
。
集
落
安
心
づ
く
り

事
業
な
ど
の
集
落
維
持
の
支
援
に
加
え
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
な
ど
移
住
定
住
促

進
に
積
極
的
に
取
組
み
、
選
ば
れ
て
住
み
継

が
れ
る
ま
ち
、
十
日
町
を
目
指
し
ま
す
。

質
問 

高
齢
者
事
故
対
策
と
メ
リ
ハ
リ
の
利

い
た
運
転
免
許
証
返
納
制
度
の
創
設
を

答
弁 

当
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
は
十
日
町
警
察
署
、
十
日
町
地
区
交
通

安
全
協
会
、
さ
ら
に
津
南
町
と
「
郡
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
」
を
組
織
し
、
互
い
に
連

携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
市

そ
の
話
を
す
る
と
、
組
織
内
に
情
報
が
行
き

渡
り
ま
す
。
一
般
的
に
、
組
織
内
の
情
報
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
庁

舎
内
で
共
有
さ
れ
る
早
さ
は
瞬
時
と
い
え
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
は
い
い
実
践
だ
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
伺

う
と
私
も
職
員
も
頑
張
り
ま
す
し
、
引
き
続

き
直
接
足
を
運
ん
で
お
聞
き
し
、
施
策
に
換

え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
④

辞
め
る
場
合
に
は
、
人
間
関
係
や
体
調
、
自

己
実
現
で
き
な
い
と
感
じ
て
決
断
を
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
自
信
が
揺
ら
ぐ

よ
う
な
と
き
に
、
今
の
仕
事
の
意
義
や
将
来

像
な
ど
を
語
り
か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
、

今
後
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

市長が指揮者、職員は演奏者
一体となった意識の共有を　

ひの・下条雪まつり交流25周年

で
は
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
で
運
転
経

歴
証
明
書
を
無
料
交
付
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
免
許
証
自
主
返
納
の
支
援
制
度
の
実

施
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

雪
ま
つ
り
を
支
え
て
き
た
の
は
、
雪

像
制
作
や
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
づ
く
り
に
汗
を

流
し
て
き
た
市
民
の
力
が
大
き
い
。
市
民
総

参
加
の
雪
ま
つ
り
へ
の
対
応
は
。

答
弁 

今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
ま
れ
に
見
る

暖
冬
小
雪
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
苦

労
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と

な
り
、
市
民
総
参
加
の
雪
ま
つ
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。 藤

巻
　
誠 

議
員

小
野
嶋
哲
雄 

議
員
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市政のここが聞きたい!一般 質問

市
農
政
の
指
針
で
あ
る
「
基
本
的
な

構
想
」
で
地
域
農
業
が
守
れ
る
の
か

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
と

飯
山
線
ほ
く
ほ
く
線
の
結
線
に
つ
い
て

質
問 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
①
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
産
業
、
農
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
と
お
考
え
な
の
か
。
②
雪
冷
熱
型
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

答
弁 

①
農
業
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
産
業
に
つ
い

て
は
、
輸
入
面
も
含
め
基
本
的
に
は
悪
影
響

の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ま
す
。
輸
出
面
で

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
契
機
に
海
外
市
場
へ
の
事
業
展

開
が
有
利
に
作
用
す
る
も
の
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
②
県
内
の
現
状
で
は
津
南
町
に
昨
年

末
に
設
置
さ
れ
、
今
後
検
証
さ
れ
る
予
定
で

す
。
雪
冷
熱
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
建
設
に

多
額
の
投
資
や
維
持
管
理
費
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
設
置
に
は
費
用
対
効
果
を
し
っ

か
り
と
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

質
問 

ほ
く
ほ
く
線
と
飯
山
線
と
の
相
互
乗

り
入
れ
結
線
に
つ
い
て
、
長
野
、
飯
山
方
面

か
ら
現
在
の
ほ
く
ほ
く
線
と
十
日
町
駅
で
連

結
し
て
、
飯
山
か
ら
十
日
町
、
六
日
町
を
通

り
越
後
湯
沢
ま
で
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
検
討
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁 
２
線
が
連
結
す
れ
ば
、
飯
山
駅
か
ら

越
後
湯
沢
駅
を
一
本
で
結
ぶ
広
域
観
光
が
実

現
で
き
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
列
車
の
幅
が

増
す
と
考
え
ま
す
。
生
活
交
通
面
で
も
、
同

じ
ホ
ー
ム
で
の
乗
換
え
と
な
り
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
北
越
急
行
の
鉄

質
問 

①「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」
で
掲
げ
た
目
標

の
達
成
状
況
と
課
題
は
何
か
。
②
家
族
農
業

や
生
き
が
い
農
業
で
あ
っ
て
も
、
農
地
の
維

持
管
理
の
構
成
員
で
す
。
専
業
農
家
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
で
、
維
持
管
理
を
ど
う
す
る

の
か
。
③
直
接
支
払
い
や
多
面
的
機
能
支
払

い
は
、
補
正
予
算
で
１
億
３
千
万
円
も
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
や
っ
て
農
地
を
守
る

の
か
。
④
作
付
け
率
は
低
下
し
続
け
て
い
る

一
方
、
農
業
生
産
額
も
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
担
い
手
の
育
成
を
ど
う

す
る
の
か
。

答
弁 

①
目
標
達
成
状
況
で
す
が
、
平
成
28

年
１
月
末
時
点
で
認
定
農
業
者
へ
の
農
地
集

積
面
積
は
約
２
、７
６
５
ha
で
集
積
率
は
目

標
が
90
％
の
と
こ
ろ
約
35
％
、
認
定
農
業
者

数
は
目
標
が
８
０
０
の
と
こ
ろ
４
４
８
経
営

体
で
す
。
新
規
就
農
者
は
年
間
14
名
の
目
標

を
26
・
27
年
度
は
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
課

題
と
し
ま
し
て
は
、
農
地
の
集
積
が
山
間
地

域
で
進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
す
。
②
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
の
活
用
や
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
拡
充
に
よ
り
、
地
域
農
業
の

維
持
・
発
展
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
③
辞

め
た
方
の
理
由
の
一
つ
に
事
務
が
大
変
と
い

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
事
務
を

軽
減
す
る
た
め
に
協
定
を
広
域
化
す
る
な
ど
、

道
事
業
者
の
考
え
方
が
重
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

質
問 

地
域
資
源
の
活
用
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

答
弁 

現
在
、
全
国
各
地
に
お
い
て
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人
観
光
）

誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
当
市

は
、
信
濃
川
、
清
津
峡
、
美
人
林
、
棚
田
、

豪
雪
、
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
大
地
の
芸
術
祭

な
ど
素
晴
ら
し
い
観
光
素
材
が
有
機
的
に
結

び
つ
い
て
お
り
、
外
国
人
観
光
客
に
必
ず
認

め
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

ＪＲイベント列車「越乃Shu＊kura」

守りたい、棚田の風景

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
細
や
か
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

④
ご
指
摘
の
通
り
、
作
付
率
が
年
々
低
下
し

て
お
り
、
同
時
に
米
価
も
下
落
し
、
主
食
用

米
に
頼
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
市

独
自
の
助
成
制
度
に
よ
り
、
非
主
食
用
米
へ

の
誘
導
、
複
合
営
農
・
６
次
産
業
化
な
ど
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
所
得
の
向
上

と
安
定
化
を
図
り
ま
す
。
新
規
農
業
者
に
は

栽
培
指
導
や
経
営
改
善
指
導
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

鈴
木
和
雄 

議
員

小
林
　
均 

議
員
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市政のここが聞きたい!一般 質問

●
『
下
水
か
ら
水
素
を
作
り
自
動
車
を
走
ら

せ
る
革
新
的
技
術
』（
福
岡
市
）

◆
当
市
の
西
保
育
園
で
下
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
空
調
に
活
用
し
、
環
境
保
護
・
経
費
削

減
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
類
似
し
た
先
進
事

業
を
学
ぶ
た
め
に
今
回
の
視
察
と
な
っ
た
。

　

福
岡
市
中
部
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
当
該
事

業
は
下
水
か
ら
水
素
を
作
り
、
そ
の
場
で
燃

料
電
池
車
に
供
給
す
る
と
い
う
全
国
唯
一

で
、
し
か
も
世
界
唯
一
の
施
設
だ
と
い
う
こ

と
が
興
味
深
い
。
こ
の
施
設
の
秀
逸
な
点
は

『
下
水
の
集
ま
る
所
で
水
素
を
作
り
、
そ
の

場
で
供
給
が
可
能
』
と
い
う
点
。
下
水
汚
泥

は
我
が
市
に
も
豊
富
に
存
在
し
、
雪
深
い
地

で
も
設
置
が
不
可
能
で
は
な
い
。
今
回
視
察

し
た
施
設
の
事
業
費
は
16
億
円
程
度
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
か
ら

の
補
助
と
い
う
点
か
ら
も
十
日
町
市
で
も
取

り
組
む
意
義
は
あ
る
と
感
じ
た
。

●
稚
内
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
北
海
道
稚
内
市
）

◆
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
稚
内
市
で
は
基
本
的

に『
ゴ
ミ
は
燃
や
さ
な
い
』と
い
う
こ
と
。『
ゴ

ミ
を
燃
や
す
た
め
に
は
火
力
・
火
種
が
必
要

で
、
そ
の
燃
料
費
を
費
や
す
よ
り
、
豊
富
に

あ
る
土
地
を
利
用
し
埋
め
立
て
た
方
が
経
費

三
矢
会
（
さ
ん
し
か
い
）

会
派
通
信

か
い
は 

つ
う
し
ん

第
二
次
十
日
町
市
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

質
問 
こ
の
基
本
計
画
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

施
策
で
28
年
度
予
算
に
最
も
重
視
さ
れ
た
項

目
は
何
か
。
子
育
て
環
境
の
充
実
と
と
も
に

定
住
者
促
進
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
移
住
を
希
望
す
る
人
た
ち
へ
の
情
報

提
供
の
た
め
の
空
き
家
物
件
登
録
数
及
び
現

状
、
定
住
促
進
助
成
事
業
の
申
し
込
み
と
移

住
者
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
十
日
町
市

を
選
ん
で
住
み
着
い
て
く
だ
さ
っ
た
人
た
ち

が
お
互
い
に
交
流
し
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

新
年
度
予
算
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

子
育
て
と
思
い
ま
す
。
合
併
し
て
10
年
た
つ

中
で
堅
調
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
を
し
っ

か
り
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
生
ま
れ
て

く
る
子
供
の
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
子
育

て
世
代
へ
の
政
策
と
、
移
住
、
定
住
策
の
両

方
の
効
果
に
よ
り
、
目
指
す
方
向
性
で
あ
る

子
供
の
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
達
成
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
助
成
事
業
に
該
当
す
る
移
住
者

数
で
す
が
、
26
年
度
は
子
育
て
世
代
が
２
世

帯
で
合
計
９
名
、
27
年
度
は
夫
婦
の
み
の
世

帯
が
３
世
帯
・
子
育
て
世
代
が
16
世
帯
で
合

計
57
名
、
合
計
66
名
で
す
。

　

空
き
家
物
件
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

表参道ネスパスで開催した　 　　
移住相談セミナー「ツマリカフェ」

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
11
件
で
、
登
録

の
希
望
の
件
数
が
32
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
登
録
で
は
７
件
登
録
が
あ
り
ま
す
。

成
約
件
数
で
す
が
、
購
入
が
１
件
、
賃
貸
が

１
件
で
す
。
空
家
活
用
事
業
補
助
金
の
申
込

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
家
改
修
事
業
の
照
会

が
現
在
１
件
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
者
間
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
提

案
に
つ
い
て
で
す
が
、
非
常
に
大
事
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
十
日
町
が
良
く
て

選
ん
で
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
っ
ぱ

い
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
の
ご
意
見
も
貴
重

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
方
も
含
め

て
開
催
で
き
た
ら
と
考
え
ま
す
。

太
田
祐
子 

議
員

的
に
有
利
で
あ
る
』
と
の
説
明
を
受
け
た
。

埋
め
立
て
は
最
終
処
分
場
を
利
用
す
る
訳
だ

が
、
今
回
の
視
察
施
設
は
、
そ
の
延
命
化
に

も
寄
与
す
る
。

　

こ
の
施
設
は
市
内
で
発
生
す
る
生
ゴ
ミ
・

下
水
汚
泥
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
バ
イ
オ
ガ
ス

を
作
り
出
し
、
そ
の
ガ
ス
で
ゴ
ミ
収
集
車
を

走
ら
せ
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
バ
イ
オ
ガ
ス

は
圧
縮
天
然
ガ
ス
の
ほ
か
に
電
力
・
温
水
・

蒸
気
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
出
る

乾
燥
残
渣
は
堆
肥
と
し
て
【
無
料
】
で
配
布

さ
れ
る
。
無
料
配
布
の
理
由
は
『
環
境
へ
の

関
心
を
高
め
る
』『
市
の
施
策
の
理
解
を
広

め
る
』
こ
と
だ
と
い
う
。

　

当
市
の
下
水
汚
泥
処
理
に
は
費
用
を
か
け

て
二
つ
の
方
式
を
採
用
。
業
者
が
引
き
取
り

焼
却
し
、
残
灰
を
セ
メ
ン
ト
材
料
に
す
る
。

も
う
一
つ
は
堆
肥
の
材
料
に
し
て
い
る
と
い

う
が
、
市
民
の
理
解
度
が
低
い
こ
と
を
考
え

て
も
稚
内
市
の
取
組
み
を
今
後
の
検
討
材
料

に
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
と
感
じ
た
。
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　ぼくは初めて市役所に入りま
した。中はとても静かでみなさ
んが真剣にお仕事されているの
が分かりました。最初に議長・
副議長の部屋に入り、いすに座
らせてもらいました。議場に入
り、実際に質問させてもらいま
した。ぼくも将来人のために役
に立ち、子どもから尊敬される
人になりたいと思いました。

2月16日、田沢小学校の6年生32名が社会科見学の一環として、また、
2月26日には、小出特別支援学校川西分校高等部3年生の生徒8名が
校外学習の一環として議場見学に来られました。
その時の様子と、寄せられた感想文の一部をご紹介します。

議場見学に来てくれました！

　私は最初、立って見学するものと思っ
ていたら、本当の議員さんたちが座るい
すに座らせてもらえました。特別な人し
か座れないのに、この体験はすごいと思
いました。質問するときには、マイクが
あり、モニターに映し出されます。そし
て、本当の議会のように質問させてもら
いました。席から見た風景はとても気持
ち良かったです。今日の見学でどれだけ
多くの人たちの努力で町がつくられてい
るか分かりました。自分もまちづくりに
協力できるようになりたいと思いました。

皆さんも市議会を
傍聴してみませんか!!
次の6月定例会は、6月中旬に予定しています。
詳しくは議会事務局へご照会ください。

☎025-757-3119（直通）



（12）

３月定例会議決結果
議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会

審査結果 採決状況 議決結果

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案

1 専決処分の承認（十日町市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例） − 全員賛成 承　 認

2 教育委員会委員の任命（吉楽隆一氏） − 全員賛成
（投票） 同　 意

3 人権擁護委員候補者の推薦（竹内増蔵氏） −

全員賛成 同　 意

4 人権擁護委員候補者の推薦（久保田均氏） −

5 人権擁護委員候補者の推薦（南雲市郎氏） −

6 人権擁護委員候補者の推薦（高津則子氏） −

7 人権擁護委員候補者の推薦（太田梅子氏） −

8 工事委託契約の変更（十日町市公共下水道（十日町市）下水処理センターの再構築工事） −

全員賛成 原案可決

9 損害賠償の額を定めること −

10 十日町市過疎地域自立促進計画の策定

総務文教
可 決

11 十日町市地域活性化施設条例の一部を改正する条例制定

12 十日町市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例制定

13 十日町市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定

14 十日町市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定

15 十日町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

16 十日町市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

17 十日町市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例制定

18 十日町市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例制定

19 十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例制定

20 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定

21 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定

22 十日町市行政不服審査会条例制定

23 十日町市都市計画税条例の一部を改正する条例制定

24 十日町市立学校設置条例の一部を改正する条例制定 賛成多数 原案可決

25 十日町市立小学校及び中学校施設等の使用条例の一部を改正する条例制定

全員賛成 原案可決

26 十日町市体育施設条例の一部を改正する条例制定

27 十日町市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定

28 十日町市企業設置奨励条例の一部を改正する条例制定

産業建設
可 決

29 十日町市中小企業者向け融資に係る損失補償に関する条例の一部を改正する条例制定

30 十日町市森林公園条例の一部を改正する条例制定

31 十日町市農林産物加工直食直売等施設条例の一部を改正する条例制定

32 十日町市松之山温泉交流体験施設条例制定

33 十日町市産業創造基金条例を廃止する条例制定

34 十日町市営住宅条例の一部を改正する条例制定

35 指定管理者の指定（清津倉庫美術館ほか２施設）

36 十日町市高齢者憩いの家条例の一部を改正する条例制定

厚生環境
可 決

賛成多数 原案可決37 十日町市印鑑条例の一部を改正する条例制定

38 十日町市手数料条例の一部を改正する条例制定

39 魚沼地域胃集団検診協議会規約の変更

全員賛成 原案可決

40 魚沼地域胃集団検診協議会の廃止

41 十日町市地域医療高度化基金条例を廃止する条例制定

42 十日町市少子化対策基金条例制定

43 十日町市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例制定

44 平成27年度十日町市一般会計補正予算（第７号） −

45 平成27年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） −

46 平成27年度十日町市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号） −

47 平成27年度十日町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） −

48 平成27年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第４号） −

49 平成27年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） −

50 平成27年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第４号） −

51 平成27年度十日町市水道事業会計補正予算（第４号） −

52 平成28年度十日町市一般会計予算 予算審査
特別委員会
可 決

賛成多数 原案可決
53 平成28年度十日町市国民健康保険特別会計予算

54 平成28年度十日町市国民健康保険診療所特別会計予算 全員賛成 原案可決
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賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

政策クラブ　自由の風 不
ふ

羈
き

の会 三
さん

 矢
し

 会 　礎
いしずえ

　 日本共産党
十日町市議団 市民クラブ 凜

りん

近
藤
紀
夫

羽
鳥
輝
子

遠
田
延
雄

吉
村
重
敏

藤
巻　

誠

高
橋
俊
一

飯
塚
茂
夫

仲
嶋
英
雄

庭
野
政
義

涌
井　

充

小
嶋
武
夫

高
橋
洋
一

鈴
木
一
郎

村
山
達
也

小
林
弘
樹

宮
沢
幸
子

福
崎
哲
也

大
嶋
由
紀
子

村
山
邦
一

安
保
寿
隆

鈴
木
和
雄

太
田
祐
子

小
林　

均

小
野
嶋
哲
雄

川
田
一
幸

24 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

36 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

37 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

38 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

52 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

53 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

55 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

56 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

62 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。
（○：賛成、×：反対、−：欠席）※議長は議決に加わらず。

議
会

ポ
ー
ト

レ

議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会
審査結果 採決状況 議決結果

市

長

提

出

議

案

55 平成28年度十日町市後期高齢者医療特別会計予算

予算審査
特別委員会
可 決

賛成多数 原案可決
56 平成28年度十日町市介護保険特別会計予算

57 平成28年度十日町市簡易水道事業特別会計予算

全員賛成 原案可決

58 平成28年度十日町市下水道事業特別会計予算

59 平成28年度十日町市松之山温泉配湯事業特別会計予算

60 平成28年度十日町市水道事業会計予算

61 魚沼地区障害福祉組合規約の変更 −

62 平成27年度十日町市一般会計補正予算（第８号） − 賛成多数 原案可決

63 平成27年度十日町市一般会計補正予算（第９号） −

全員賛成 原案可決64 平成27年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） −

65 平成27年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第５号） −

議
会
提
出
議
案

1 十日町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定 −

全員賛成 原案可決
2 ヘイトスピーチ対策に関する意見書 −

3 閉会中の継続調査の申し出 −

4 議員派遣 −

厚
生
環
境
常
任

　
委
員
会
活
動
報
告

REPORT 1●
９
月
10
日
：
管
内
視
察　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
三
世
代

が
交
流
で
き
、
高
齢
者
向
け
賃
貸
と

一
般
向
け
住
宅
を
兼
ね
備
え
た
新
し

い
タ
イ
プ
の
複
合
施
設
「
ア
ッ
プ
ル

と
お
か
ま
ち
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基
づ

い
た
こ
の
施
設
が
、
に
ぎ
わ
い
創
出

の
引
き
金
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

●
10
月
14
日
〜
15
日
：
管
外
視
察

☆
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
八
王
子
づ

く
り
条
例
」

　

様
々
な
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
誤

解
や
偏
見
を
払
拭
す
る
た
め
に
制
定

さ
れ
た
条
例
で
す
。

☆
日
の
出
町
焼
却
残
渣
等
を
エ
コ
セ

メ
ン
ト
化
す
る
「
東
京
た
ま
エ
コ
セ

メ
ン
ト
化
施
設
」
は
４
０
０
万
人
の

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
最
終

処
分
場
で
、
使
用
期
間
を
30
年
間
以

上
延
ば
す
こ
と
が
可
能
な
施
設
で
す

が
、
１
０
５
億
と
い
う
莫
大
な
建
設

費
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

●
12
月
16
日
：
十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
懇
談
会
を
開
催

　

福
祉
の
現
場
を
担
っ
て
い
る
職
員

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り

課
題
や
改
善
策
を
認
識
し
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

☆
町
田
市
の
天
然
素
材
を
使
っ
た
染

め
・
織
り
作
業
所
「
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
ラ
・
ま
の
」
は
個
々
の

得
意
分
野
を
生
か
し
多
く
の
フ
ァ
ン

が
い
る
カ
リ
ス
マ
的
な
工
房
で
す
。

八王子市視察の様子

就労継続支援Ｂ型事業所「ラ・まの」



あ
と
が
き

（14）

インターネットで
本会議の様子を配信しています！
定例会の生中継や過去
の本会議をパソコンで
視聴できます。

十日町市ホームページ→
視聴方法

会議録の検索と閲覧

→

＊会議録の検索は

　

人
口
減
少
の
日
本
。
少
子
化
に

よ
り
さ
ら
に
加
速
す
る
中
、
世
の

救
世
主
は
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
英
グ
ー
グ
ル
の
デ

ィ
ー
プ
マ
イ
ン
ド
社
が
開
発
し
た

囲
碁
の
人
口
知
能
「
ア
ル
フ
ァ

碁
」、
チ
ェ
ス
や
将
棋
界
で
は
人

口
知
能
は
今
ま
で
あ
っ
た
が
、
ほ

ぼ
無
限
数
に
近
い
通
り
手
が
あ
る

囲
碁
で
は
人
口
知
能
が
勝
て
な
い

と
さ
れ
て
き
た
が
、
世
界
の
ト
ッ

プ
棋
士
に
３
連
勝
と
最
新
理
論
の

深
層
学
習
方
式
で
勝
利
し
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

医
療
な
ど
多
く
の
分
野
で
期
待
さ

れ
る
が
、
地
方
創
生
に
は
感
情
や

人
情
が
あ
る
人
間
こ
そ
世
の
中
の

救
世
主
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

福
崎
哲
也

http://www.tokamachi-city.stream.jfit.co.jp/

【お問い合わせ】

十日町市議会事務局
〒948−8501
十日町市千歳町３丁目３番地

市役所本庁舎３階
電話�025-757-3119
FAX�025-757-5999

表紙写真について
今号の表紙は松代高校写真部の作品です。

松代高校写真部（平成27年度）

　松代高校写真部は人数は少ないですが、楽しく写真を撮っ
ています。学校行事や日常、また各自の休日に、どうしたら
感動が伝わるかを考えて作品づくりをしています。３年生は
最後の県高校総合文化祭でがんばりました。

　
十
日
町
市
議
会
だ
よ
り

第
47
号
●
発
行
／
十
日
町
市
議
会
　 

●E
-m
ail:t-g

ikai@
city.tokam

achi.lg
.jp

　 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

（下方中段にあります）

信
濃
川
・
清
津
川
対
策

特
別
委
員
会
報
告

REPORT 2
　

当
委
員
会
で
は
、
２
月
26
日
、
会

議
を
開
く
と
と
も
に
、
中
魚
沼
漁
協

を
視
察
し
、
長
谷
川
組
合
長
の
案
内

で
鮭
の
稚
魚
、
放
流
間
近
の
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。

◆
信
濃
川
中
流
域
検
討
協
議
会

　

第
27
回
信
濃
川
中
流
域
水
環
境
検

討
協
議
会
と
第
１
回
西
大
滝
ダ
ム
下

流
水
環
境
調
査
検
討
会
の
状
況
に
つ

い
て
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
宮
中

ダ
ム
に
比
べ
、
西
大
滝
ダ
ム
の
近
年

の
鮭
の
遡
上
数
が
少
な
い
原
因
や
、

飛
渡
川
に
調
査
終
了
１
ヵ
月
後
の
12

月
に
な
っ
て
も
遡
上
が
確
認
さ
れ
た

事
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
河
川

水
温
調
査
の
在
り
方
や
鮭
の
遡
上
調

査
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

◆
清
津
川
・
魚
野
川
検
討
協
議
会

　

５
年
間
の
、
水
資
源
確
保
対
策
提

示
期
限
が
今
年
度
で
終
了
す
る
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
問
う

意
見
と
と
も
に
、
年
度
内
に
、
新
潟

県
の
考
え
方
を
引
き
出
し
て
欲
し
い

と
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
湯
沢
発
電
所
屋
根
崩
落
と
そ
の
後

　

清
津
川
か
ら
取
水
し
発
電
を
し
て

い
る
東
京
電
力
湯
沢
発
電
所
の
建
屋

屋
根
が
昨
年
１
月
に
崩
落
し
、
発
電

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
全
量
が

清
津
川
に
流
れ
た
。
７
月
か
ら
は
２

〜
４
ト
ン
／
秒
が
取
水
さ
れ
て
い
る
。

来
年
２
月
か
ら
建
屋
の
復
旧
工
事
を

始
め
、
平
成
31
年
２
月
に
は
運
転
を

再
開
す
る
計
画
で
あ
り
、
効
率
の
良

い
発
電
機
を
使
う
こ
と
で
常
時
取
水

量
が
少
な
く
て
済
む
と
の
市
当
局
の

説
明
に
対
し
、「
効
率
の
良
い
発
電

機
を
使
っ
た
場
合
、
取
水
を
容
認
し

た
事
に
な
る
」「
中
里
の
住
民
は
全

量
、清
津
川
に
と
い
う
の
が
要
望
だ
」

と
の
委
員
の
意
見
が
あ
り
、
市
側
か

ら
は
「
全
量
戻
す
た
め
の
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
る
た
め
三
者
協
定
を
結

ん
だ
。
最
終
的
に
は
、
清
津
川
の
水

を
全
量
、
清
津
川
に
戻
す
事
が
本
旨

で
あ
る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

中魚沼漁協を視察

ラジオ「FMとおかまち」（78.3ＭHz）で
一般質問を放送しています!
一般質問をした当日、夕方７時から放送
していますので、ぜひお聴きください。


